
2002年11月13日早朝、ローランド・ハナが、ニューヨークの病院で

亡くなった。

享年70。死因は心臓疾患だった。10月には日本でコンサートを開い

ていたが、そのさなかに体調を崩して、アメリカに帰国したのちの出

来事だった。日本公演が最後のライヴとなり、日本のレコード会社ヴ

ィーナスの制作する本作品がローランド・ハナのラスト・アルバムと

なった。

謹んで冥福を祈りつつ、彼の経歴を振りかえってみよう。

ローランド・ハナは、1932年２月10日、ミシガン州デトロイトに生

まれた。父親は説教師で、子供時代から独学でピアノを学んだ。初め

はクラシックを得意としたが、十代からデトロイトのジャズクラブな

どで演奏活動に入る早熟児ぶりを発揮する。22歳であらためてニュー

ヨーク州ロチェスターのイーストマン・スクールに入学したのち、ニ

ューヨーク市のジュリアード音楽院に学ぶ。

1958年にベニー・グッドマン楽団に入ったのを皮切りに、59年には、

チャールス・ミンガスのグループに参加するなど、有名なジャズメン

との共演を重ねる。サラ・ヴォーンの伴奏ピアニストをつとめたり、

ジャズ・クラブ「ファイヴ・スポット」を中心に、ピアノ・トリオを

率いて活躍したりする。67年から74年まで、サド・ジョーンズとメ

ル・ルイスの双頭オーケストラでピアニストをつとめ、ヨーロッパに

も楽旅をおこなう。

1969年にアフリカに滞在したおりには、無料コンサートを開いて、

青少年のための音楽教育資金を集めるなどの貢献により、リベリア大

統領から騎士章を授与される。「サー」ローランド・ハナという称号は、

このときの勲位に由来する。

サド・ジョーンズ～メル・ルイス楽団の活動と並行して、1974年か

ら、フランク・ウェス、ロン・カーター、ベン・ライリーと「ニュー

ヨーク・ジャズ・カルテット（ＮＹＪＱ）」を結成し、演奏活動を繰り

広げる。

80年代以降は、ピアノ・ソロにも力を入れると同時に、アメリカの

みならず、ヨーロッパや日本での演奏も積極的におこない、ケニー・

バレル、エルヴィン・ジョーンズ、フレディ・ハバード、ジム・ホー

ル、ステファン・グラッペリ、ディー・ディー・ブリッジウォーター

など、多彩なミュージシャンに請われて、多面的でヴァーサタイルな

才能を披露してきた。

また、ニューヨークのクイーンズ大学のジャズ科で主任教授の要職

につき、ニューヨーク市立大学やアーロン・コープランド音楽院でも

学生たちの指導にあたる、学究肌の名人でもあった。

ローランド・ハナは、クラシックの演奏にひいで、同じデトロイト

出身のトミー・フラナガンと並んで、クリアな音色、明快な指さばき、

左手使いの巧みさなど、欠点のない、趣味の良いピアニストとして知

られる。だが、そのぶん個性がうすいと見られ、かえって損をしてい

たふしもある。ローランド・ハナと言う名前を聞いて、即座に代表作

を挙げられるファンは少ないのではないだろうか。

しかし、ハナは、「エロール・ガーナーにインスパイアされた独自の

リズム感と、アート・テイタムを彷彿とさせるオーケストラ的な表現

力」（グザヴィエ・プレヴォー）を一体化する、スケールの大きなジャ

ズ・ピアニストなのである。彼のピアノの響きの美しさと高度な即興

能力を知る日本のファンは、その実力の高さを知らしめるアルバムが

できるのを待ち望んでいたといっていい。

そして、時代が21世紀に入るやいなや、ローランド・ハナはヴィー

ナス・レコードで、『ドリーム』と『ミラノ、パリ、ニューヨーク』と

いう傑作をたてつづけに録音し、文句なしにジャズ・ピアニストとし

てのキャリアの頂点を記録することになった。前者では、ストレート

なスイング感を強調し、後者では、ジョン・ルイスに捧げるにふさわ

しい、格調高く、小粋なプレイに終始して、ローランド・ハナという

ピアニストの、音色の美しさ、高度なテクニック、重厚な存在感を見

せつけた。

この絶好調の波に乗って、ヴィーナス第三作『夢のあとで』は、愛

してやまないクラシック作品集である。伴奏者は、『ドリーム』とも

『ミラノ、パリ、ニューヨーク』とも違って、ロン・カーターとグラデ

ィ・テイト。カーターは「ニューヨーク・ジャズ・カルテット」での

相棒でもあり、勝手知ったる仲である。一方のテイトは、ハナと同年

の、また、ハナと同じくらい多彩なキャリアを誇るベテランであり、

理想的な布陣といってよい。

さて、冒頭曲はシューベルトの＜セレナーデ＞。村上春樹の『海辺

のカフカ』に全面的にフィーチャーされたことでシューベルト再評価

の兆しもあるが、ハナのシューベルトの解釈のなんとスマートなこと

か。シューベルトは31歳の若さで夭折した天才だが、ハナの演奏には

そうしたいかにもロマン派的な伝説を匂わせるような、不健康な響き

はない。あくまでも清澄に美しい演奏である。これが、ローランド・

ハナの死の２か月前の演奏とは誰が信じられようか。

つづいては、表題曲＜夢のあとで＞のフォーレの歌曲だが、非常に

現代的な響きが印象的だ。単音の連続に慣れたメロディが、ハナの演

奏によってハーモニー豊かによみがえる。このアルバム全体に言える

ことだが、各曲を短めに切りあげ、もっと聴いていたいと思う気にさ

せる演奏が多い。巧みな演出だと思う。

＜ジス・イズ・マイ・ビラブド＞はボロディンの作曲による。ハナ

の演奏はすべてそうだが、これみよがしの名旋律の誇示をおこなうこ

となく、ジャズとしての演奏のなかに、クラシックのメロディを、自

然に、しかし、どこか甘やかに溶けこませる。この甘すぎない甘さの

さじ加減がすばらしい。弦楽四重奏のための曲だが、ピアノ・トリオ

のためのオリジナルのように自然な響きに終始している。

そして、ショパン。クラシックにインスパイアされたジャズ・ピア

ノのアルバムでは欠かすことのできない聴かせどころだが、まずはロ

ン・カーターの超絶技巧のソロに驚かされる。私はカーターのベー

ス・ソロは音程が甘いなどと悪口を言ってきたが、こうさらさらとメ

ロディを弾かれてしまうと、やっぱり名人だなあ、と唸るほかない。

もっとも、いくらカーターが頑張っても、後半に出てくるハナのピア

ノのラインのほうがはるかに印象が深い。ベースの頑張りと、ピアノ

のきわめて自然な歌心。この対比の妙であろう。

5曲目はアルバム中唯一のハナのオリジナル曲だ。さわやかなのに、

物悲しい、美しい旋律である。タイトルはウィリアム・ブレイクの詩

を連想させるが、「砂粒に世界を、野の花に天国を見る」という言葉に

霊感を得た曲ででもあろうか。軽いテンポのなかに神秘的な感覚が漂

ってくるように思われるのだ。ジャズというより、詩をつけてポップ

スにしても成功しそうな、いい曲なのである。

つづくロシアのルビンシュテインの＜メロディ＞、ロマンティック

なピアノの名曲として知られるテーマだが、軽快かつユーモラスな解

釈で演奏し、ハナの余裕を感じさせる。軽いシングル・ノートのなか

に、こぼれるようなピアノ・タッチの美しさがあふれ、やさしい陶酔

に誘われる。

次はモーツァルトの有名な＜ピアノ協奏曲21番＞のテーマ。映画で

有名になったことから、＜みじかくも美しく燃え＞のタイトルでも知

られる旋律だ。ハナの抑えたピアノが情感をひっそりときわだたせ、

ハナと同様クラシックに強いカーターのベース・ソロがフィーチャー

される。あまりに有名なメロディだが、通俗に流れることなく、格調

高い演奏に仕上がった。

8曲目はあまりにも有名な＜家路＞だが、リズム・パターンを新しく

し、思い切って原メロディのゴスペル感覚を強調している。ハナの父

親が説教師だったこと、ハナがミンガスと深い縁で結ばれていたこと

を思いださせる黒い演奏だ。ハナがここまでファンキーな側面を押し

だすことはあまりないが、にもかかわらず、彼のブラック・フィーリ

ングには洗練と格調がある。ジュニア・マンスなどとはまったくセン

スが違うのだ。

最後はこのアルバムのクライマックスといっていいだろう。マーラ

ーの＜アダージョ＞。ルキノ・ヴィスコンティ監督の『ベニスに死す』

で、クラシックの名曲のなかでももっともポピュラーな旋律になった

が、ピアノで演奏するのは至難の技といっていい。そんなことは百も

承知で、ハナはこのドイツ・ロマン派の精髄ともいうべきメロディを、

あえて軽く、訥々と弾いてみせる。そこからえも言われぬ感動が生ま

れる。これほど病的な感覚を浄化され、澄んだメロディの美だけで立

ち上がったマーラーというのも珍しい。ハナのラスト・パフォーマン

スに、この上なくふさわしい締めくくりである。 （中条省平）
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Après Un Rêve
夢のあとで

Sir Roland Hanna Trio
サー・ローランド・ハナ・トリオ

1.セレナーデ
Serenade《 F. Schubert 》( 6 : 48 )

2. 夢のあとで
Après Un  Rêve《G. Faure 》( 4 : 04 )

3.ジス・イズ・マイ・ビラブド
This Is My Beloved～Nocturne- String Quartet No. 2 《 Borodin 》( 3 : 20 )

4.プレリュード
Prelude～ Op. 28, No. 20《 F. Chopin 》( 5 : 03 )

5.ライク・グレインズ・オブ・サンド
Like Grains Of Sand《 R. Hanna 》( 6 : 02 )

6.メロディ
Melody In F《 A. Rubinstein 》( 4 : 48 )

7.みじかくも美しく燃え
Elvira Madigan～ Piano Concerto No. 21 C Major K467《W. A. Mozart 》( 6 : 06 )

8. 家路
Going Home～ from “New World Symphony“《 A. Dvorak》( 6 : 19 )

9.アダージョ
Based On Gustav～ Symphony No. 5, 2nd Movement《G. Mahler 》( 6 : 41 )

サー・ローランド・ハナ Sir Roland Hanna《 piano》

ロン・カーターRon Carter《 bass》

グラディ・テイトGrady Tate《 drums》
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